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序

山梨市は、ナウマン象化石の出土から始まって、八幡地区・

七 日市場などの縄文時代の遺跡、岩下の古墳群、日下部の平安

時代集落遺跡、連方屋敷をは じめとする中世の城館跡など、埋

蔵文化財の宝庫です。大規模な開発はもちろんのこと、個人住

宅の建築や個人農地の耕作など、小規模な開発とも、いかにし

て調整 し、資料を残 していくかが今後の課題と考えてお ります。

この報告書は、国庫補助金を受けて実施 した、個人住宅定築

に伴 う発掘調査や、各種確認調査の結果の概略をまとめたもの

です。個人住宅建築に伴 うものは、遺跡が検出できないものが

多 く、試掘の数に比べて本調査が少なくなってお りますが、遺

跡の範囲をより詳細に把握するには、「なにもない」ことも重

要な成果になると思われます。

最後にな りましたが、ご指導いただきました県教育委員会並

びに近隣市町村教育委員会の方々、ご協力をいただきました関

係各位に心より感謝申し上げ、あいさつといたします。

平成 9年 3月

山梨市教育委員会

教育長  向 山 保 雄



例  言

1 本書は、山梨県山梨市内に所在する「 山梨市内遺跡」の発掘調査概要報告書で、緊急

発掘調査の中でも主に個人住宅建築に原因を発するもの、及び各種開発に伴 う遺跡の

所在確認調査、またそれらの中で主要な遺跡の発掘調査慨要を収録 している。

2 調査は、国庫補助及び県費補助を受け、山梨市教育委員会が実施 した。

3 本書における出土遺物及び図面・ 写真等は、山梨市教育委員会が保管 している。

4 本書の執筆・編集は、山梨市教育委員会 三澤達也が行った。

なお、これらの作業を網蔵悦子、新田由岐が援けた。

調査に際 しては、次の諸氏並びに諸機関のご教示・ ご協力をいただきました。記 して謝

意を表 します。 (順不同、敬称略 )

小野正文・ 保坂康夫・ 出月洋文 。中山誠二 (山梨県教育委員会学術文化課 )、 田夜
〉

孝・

坂本美夫・森原明廣 (山梨県埋蔵文化財センター)、 宮澤公雄 (帝京大学山梨文化財研究

所)、 室伏 徹 (勝沼町教育委員会 )、 内田裕― (春 日居町教育委員会)、 飯島 泉 (塩山

市教育委員会)、 大崎文裕 (牧丘町教育委員会 )
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第 1章 調査の概要



第 1節 山梨市の遺跡とその環境

山梨市の地形・ 地質

甲府盆地は、日本列島の中央部に位置 し、南に富士山、西に南アルプス、北に八 ヶ岳 。

奥秩父連峰 と、その周囲を3,000m級 の山々に囲まれている。そして、外側から高山・ 中

山 。低山の山地、丘陵、低地と中心部に向かって漸次高度を減 じている。山梨市は、逆三

角形を呈する甲府盆地の北東部に位置 し、西側が盆地北部に広がる山地の一部、東側が扇

状地の低地という地形を成 している。山地は、水 ヶ森山地 と呼ばれ、第二紀末に水ヶ森火

山体を形成 していたものが、開析が著しく進み、火山体の地形がほぼ完全に失われたもの

である。低地は、笛吹川扇状地 と、兄川・弟川平野 とに分けられる。笛吹川扇状地は、奥

秩父に源を発する笛吹川によって形成されたもので、扇頂部では25m前後下刻されて段丘

化 してお り、従来、それは請地面 (甲府盆地第四紀研究グループ、1969)と 呼ばれてきた。

この扇状地を開析する崖は下流に向かって次第に低 くな り、山梨市小原において、広い扇

状地面に収敷する。これにより下流、とくに右岸側では旧網状流路跡が著 しく、新 しい時

代の氾濫が頻繁であったことを示 している。ここは武田信玄の時代に、釜無川 。御勅使川

に水防の主眼がおかれるまでは、甲府盆地―の水防の要地であった万力林にあたっている。

請地面を形成する扇状地面の形成以降、笛吹川は下刻傾向に転 じ、連続性のあまりよくな

い段丘面を開析谷中に残 している。広い扇状地面は、甲府盆地底に埋没する勾配を示す。

これは、甲府盆地および周辺地域の地殻変動によっていると考えられている。兄川・弟川

平野は、水 ヶ森火山を開析 した比較的広い谷底部を占め、地表面勾配1/2° ～ 3° の範囲が

広い。兄川・弟川による段丘化 した広い旧谷底面 と現在の谷底平野 (小規模断層によるも

のともいわれている。)、 およびほぼ 3° ～ 8° ないしはそれ以上の勾配の開析小規模扇状地

からなる。

山梨市 内遺跡 と歴史環境

山梨市内に点在する遺跡は、縄文時代から古代・ 中世 。近世にわた り、88カ 所が登録さ

れているが、これは昭和52年に分布調査が行われ、昭和53年に作成された「山梨県遺跡地

名表」及び昭和56年に作成された「全国遺跡地図 19山梨県」によるものであ り、独自の

詳細分布調査は実施していない。そのため、遺跡の発見や湮滅した古墳、あるいは範囲の

拡張及び絞 り込みなどの変更が明確にされておらず、またそのほとんどが遺物の表面採集

によってお り、発掘調査によって確認されたものが少ないため、内容及び範囲が不明確な

ものが多い。(表 1は「山梨県遺跡地名表」からの抜粋であるが、備考欄に現段階で把握

している変更点及び試掘調査等の回数を記録 している。)
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縄文時代の遺跡は、20カ 所を数え、兄川 。弟川平野の旧谷底面に立地するグループと笛

吹川扇状地の扇央部付近に立地するグループ、市の東部の重川右岸で扇端部に立地するグ

ループ、扇端部で笛吹川と重川とに挟まれた地域に立地するグループに大きく分けられる

ようである。そのほとんどが中期後半とされているが、平成 5年度調査の官ノ前遺跡から

は中期初頭五領 ヶ台式上器が、平成 6年度調査の東後屋敷遺跡からは前期後半諸磯 c式土

器が出土 している。

弥生時代の遺跡は確認されていない。

古墳時代の遺跡は、盆地北縁の水 ヶ森山地の緩斜面上に点在する岩下古墳群、市中央部

上神内川地区に分布する古墳 と散布地、市南部の日川地区に分布する古墳と散布地が確認

されている。古墳はいずれも横穴式石室を有する後期古墳で、石室の長さは大きいもので

10mを越える。岩下古墳群が位置する上岩下地区は、西側で春 日居町と接 してお り、甲府

市横根・桜井地区から石和町、春 日居町にかけて、盆地北縁の山地斜面に点在する積石塚

群や白鳳期の古瓦が出上 している寺元廃寺とも近接するため、これらの事業を成 し遂げた

勢力との関係は注目されるところである。

奈良・ 平安時代の遺跡は、山地部を除 く市内のほぼ全域に分散 しているが、市中央部か

ら北よりの小原地区の密度が濃いようである。本県考古学史の中でも先駆的な調査となっ

た 日下部遺跡の発掘調査は、戦後昭和24年～25年に行われ、平安期の竪穴住居址29軒 と掘

立柱建物址が発見されたほか土師器・須恵器 。灰釉陶器・鉄器・錯帯金具等遺物も多数出

土 している。市北部で笛吹川扇状地の扇央部に位置する七 日子遺跡では平安期の竪穴住居

址 4軒などが発見された。兄川・弟川平野の谷底平野中央部付近に位置する江曽原遺跡で

は、多数の動植物遺体が検出されたことで注目をあびた。水 ヶ森山地から南西に延びる支

稜線の末端が、笛吹川の右岸付近までせ り出している山地斜面上に立地する荒神山窯跡で

は、昭和61年に行われた発掘調査により、窯跡の可能性のある遺構 3～ 4基が検出され、

出土遺物の検討からそれらの時期として11世紀前半及び■世紀後半～12世紀前半が考えら

れている。

正倉院所蔵の調庸白純金青袋には「 甲斐国山梨郡可美里 日下部|  十一匹和銅七年 (714)

十月」とあ り、これが郡名史料の初見であるが、山梨郡可美里 (加美郷)に比定される範

囲は、山梨市の中心以北・牧丘町 。三富村・塩山市の一部が考えられている。『和名抄』

甲斐国山梨郡に記載された郷は、於曽・能呂・林戸・井上 。玉井・石禾・表門・ 山梨 。加

美 。大野があ り、このうち現在の山梨市域に入るのは山梨・加美 。大野で、玉井も山梨市

八幡・ 日下部地区あた りとする説もある。山梨市上下栗原地区は、栗原郷に比定されてい

るが、『和名抄』では栗原郷は巨麻郡に含まれてお り、飛地の可能性が指摘されている。

いずれにせよ、栗原郷もその隣の等々力郷も、地理的には山梨郡に入 り、甲斐31郷のうち

12郷が山梨郡地区にあることにな り、人口が集中していたことが窺われる。
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表 1 山梨市遺跡地名表

番号 遺  跡  名 種 別 所 在 地 時  代 備  考

1 堂 平 遺 跡 散布地 山梨市水口堂平 平 安

大工南  ″ ″ 大工 縄文・平安

3 市川西  ″ ″ 市川

4 圧曾原  ″ 集落跡 ″ 江曾原 縄文・古墳

5 村  西    ″ 散布地 ″ 岩手字村西 縄 文

6 久 保  ″ ″ ″  ″ 久保 平 安

中下西  ″ ″  ″ 中下 ″

8 宮 ノ前  ″ ″ 七日市場字官ノ前 鑑
X・ ボ

暴 4

9 上川窪  ″ ″   ″  上川窪 縄文 。平安

10 下弥勤  ″ ″   ″  下弥勤

宮 ノ前南 ″ ″   ″  官ノ前南 竪
共・ ボ

季

石 原  ″ ″ ″ 下井尻字石原 縄 文

13 天神原  ″ ″ 七 日市場字天神原 平 安

西 ノ久保 ″ 〃   ″  西ノ久保

中 沢  ″ ″   ″  中沢 1

16 十王堂  ″ ″ 下井尻字十王堂 ″ 1

阿秀ダ堂 ″ ″   ″ 阿弥ダ堂 良

18 宮ノ西  〃 ″ ″   ″  官 ノ西 1

19 安田氏館跡 館 跡 ″ 小原西字八王字 鎌 倉 3

20 東 原 遺 跡 散布地 ″ 七日市場字東原
本

良

21 立 司  ″ ″ ″ 小原東字立司 奈良・ 平安

22 大泉庵  〃 ″   ″ 大泉庵
朧 又 ・ 予

鉾 1

23 原 堰  ″ ″   ″ 原堰 奈良 。平安 1

24 大 堀 北 遺 跡 散布地 山梨市小原東字大堀 奈良・平安

25 大堀東  ″ ″  ″ 大堀 ″

26 大堀南  ″ ″   ″ 大堀 平 安 1

27 三 ヶ所  ″ ″ ″ 三 ヶ所

28 連方屋敷跡 館跡 ″ ″ 鎌 倉 2

東後屋敷遺跡 散布地 ″ 東後屋敷 學又・余辱 5

30 久保田 ″ ″ ″ 岩手字久保田 縄 文

31 野 田 ″ ″ 三 ヶ所野田 古 墳

摩じ塚古墳 古墳 ″    ″   ″ ″ 円墳 ?煙滅

33 鴨 居 寺 遺 跡 散布地 ″ 鴨居寺

34 上手原  ″ ″ ″ 上石森字上手原 縄 文 1

35 日下部病院前遺跡 ″上神内川 古 墳

36 平 塚  ″ ″ ″   ″ 字平塚 古墳・平安 1

平 塚 古 墳 古墳 〃     ″     ″  1075 古 墳 円墳

38 塚 越 遺 跡 散布地 ″  ″ 字塚越 1

39 稲 荷 塚 古 墳 古墳 ″      ″     ″  1010 円墳

40 上 黒 木 遺 跡 散布地 ″ 上石森字上黒木 平 安

41 屋 敷  ″ ″ 下石森字屋敷 ″ 1

道 下  ″ 〃 ″   ″ 道下

43 林 ノ上  ″ ″   ″  林 ノ上 縄 文

添 森  ″ ″  ″ 添森 躍X・ 半香
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番号 遺  跡  名 種 別 所 在 地 時  代 備  考

45 市川東  ″ ″ ″ 市川 縄 文

46 宗高】ヒ  ″ ″ 下石森字宗高 平 安

47 宗高東  ″ ″     ″   ″ 縄 文

48 雲 林  ″ ″ ″   ″ 雲林 古墳・平安 2

宗高南  ″ ″  ″ 宗高 弥生・古墳

50 宗高西  ″ ″     ″   ″ 古 墳 2

大工北  ″ ″ ″ 大工 平 安

天神前東 ″ ″ 大野字天神前

53 天神前北 ″ ″ ″ ″ ″

天神前西遺跡 散布地 山梨市大野字天神前 古墳・平安

榎 田 ″ ″  ″ 榎田 平 安

56 寺 前 ″ ″  ″ 寺前

杉 木 ″ ″  ″ 杉木 古 墳

58 松 畑 ″ ″ 歌田宇松畑 奈 良 1

59 琵琶塚古墳 古 墳 古 墳

60 紺 屋 遺 跡 散布地 ″ 下栗原字紺屋 弥 生 ・ 予 玄

61 永晶院西山遺跡 ″ 矢坪 平 安

62 宮 後 遺 跡 〃 下栗原字宮後 2

63 北サ|1後  ″ ″    ″  】ヒ)「 |そ盗

64 市,H】ヒ    ″ 市 川 縄 文 1

65 西 田  ″ ″ 下栗原字西田 平 安

66 西小路  ″ ″ 中村字西小路 縄文 。平安 1

67 大林北  ″ ″ ″ 上栗原字大林 縄 文

68 大林南  ″ 平 安

69 富士塚  ″ 富士塚 ″ 万力 平安・鎌倉

70 霞餐雇写前古墳) 古 墳 ″ 万力字相平場3130 古 墳

勢房舞戻害塔)
″ 上岩下字妙見平1595-43

山 寺 古 墳 ″ 上岩下字蟹田745

73 牧洞寺  ″ ″ ″  ″ 牧洞寺畑

74 天神塚  ″ ″   ″ 天神山

武 家 遺 跡 散布地 ″   〃 武家 平 安 1

76 中 沢  ″ ″ ″ 落合字中沢

池 保  ″ ″ ″  ″ 池保

78 金 桜  ″ ″  ″ 金桜

延命寺  ″ ″  ″ 延命寺 弥生・古墳

80 原 前  ″ ″  ″ 原前 奈 良 2

81 岩 間  ″ ″ 正徳寺字岩間 平 安 1

82 官 田  ″ ″ ″   ″  i雪田 ″

83 天 神 前 遺 跡 散布地 ″ 正徳寺字天神前 平 安

84 屋 敷  ″ ″ 落合字屋敷 3

85 前 田  ″ ″ ″  〃 前田 弥生・奈良 ユ

86 半 座  ″ ″  ″ 半座 平 安

87 砦易屏墨剛 その他 躍 書 震 掌 ャ ナ 崎 r甲 川 河 床 心 先 土 器

88 日 下 部 遺 跡 集落跡 W識異耗畢農露〒束泉庵
奈良 。平安

89 植 田 遺 跡

-6-



ι

丁ヽ

イ

´ゝ
へ
ヽヽ
ｔ一轍

第 2図 山梨市遺跡地図

―- 7 -一



中世の遺跡としては、県指定史跡連方屋敷 。安田氏館跡 (想定地)の 2件の館跡が指定

されているのみで、大野砦・栗原氏館・城伊庵屋敷などの城館跡及び峰火台は未指定となっ

ている。連方屋敷は、平成 5年度に一部が発掘調査され、12世紀末～13世紀初頭にあたる

と思われる常滑甕の口縁部破片が出土 している。

第 2節  「山梨市内遺跡発掘調査事業」について

山梨市では、平成 5年度以降、土木工事等の開発行為に伴 う埋蔵文化財の発掘調査が行

われてお り、平成 6年度より、国庫補助及び県費補助を受けて、①個人住宅建築に伴 う緊

急対応の発掘調査、②区画整理事業に伴 う遺跡の所在確認調査、③各種の開発に伴 う遺跡

の所在確認及び範囲確認調査、④零細業者等による開発に伴 う緊急対応の発掘調査 (平成

8年度より)の 4つの項目を目的として市内の埋蔵文化財包蔵地の発掘調査を行っている。

個人住宅建築に伴 うものは、年間10件ほどの届出があるが、そのほとんどが試掘及び立

会調査で、本調査に至るものは 1・ 2件ほどである (表 2参照)。 これは、 a包含層 と掘

削面との間に一定以上の間層が確録できる場合は録存する。 b旧宅地造成の際に撹乱を受

けている。 c果樹栽培による撹乱を受けている。 d包蔵地の範囲が不明瞭。 e掘削の範囲

が狭く、試掘で終わってしまう。という理由によるものである。 cの場合、本市は果樹栽

培が盛んで、特にリヒ栽培では 2回以上木の代替えを行っているところがほとんどで、抜根

の際に lm以上掘 り込んでいるため、ローム面までが50on程度の笛吹川扇状地では 3代目

以降になると絶望的である。平成 7年度には個人農地の耕作を原因とする発掘調査も行っ

ている(ただし、所有者からの届出に基づ くものである。)。

②については、平成 6年度に山梨市駅前区画整理事業に伴 う所在確認調査を実施 してい

る。③については、平成 6年度に市老人健康福祉センター、市道落合桑戸線、平成 7年度

に都市計画道路山梨市駅東山梨線、山梨 日川農協共選所の所在確認及び範囲確認を行って

いる。

表 2 個人住宅発掘届 。発掘調査件数等一覧表

摘 要 年 度 平 成 5 平 成 6 平 成 7 平 成 8

57条の 2発掘届 (個人住宅 ) 16 10 5

発 掘 調 査 (本 調 査 ) 2 1 1 1

試 掘 調 査 0 1 7 2

立 会 調 査 14 8 3 2

-8-



表3 立会 。試掘 。本調査一覧表 (法57条の 2届出に基づくもの)

年度 Nα 遺 跡 名 原   因 立会靖勅嘱・本調査 結 果

平

成

五

年

度

官 後 個人住宅 一立
ハ 遺物・遺構ともになし

2 東 後 屋 敷 ″ ″

3 宗 高 西 店 舗 ″ ″

4 一削 田 個人住宅 ″

5 大 堀 南 ″ ″ ″

6 上 手 原 ″ ″ ″

7 中 沢 ″ ″

8 官 ノ 前 ″ 本  調  査 濤状遺構 。縄文土器 。上偶

9 ″ ″ ″

10 宗 高 東 ″ 工立 会 遺物 。遺構ともになし

安田氏館跡 事務所(プ レハブ) 試 掘 ″

12 官 後 個人住宅 工立 会 ″

13 大 堀 北 共同住宅 試 掘 ″

宮 ノ 前 個人住宅 一ユ 会 ″

15 τ
本 林 貸住宅 試 掘 ″

16 連 方 屋 敷 個人住宅 本  調  査 集石遺構・ 内示土器・常滑

17 大 泉 庵 ″ 一立 会 遺物・遺構ともになし

18 宗 高 東 ″ ″

19 東 後 屋 敷 ″ ″ ″

20 榎 田 ″ ″ ″

平

成

六

年

度

21 岩 間 ″ ″

22 武 家 ″ ″

23 市 ″ ″ ″

24 屋 敷 ″ ″

25 十 王 堂 ″ ″

26 連 方 屋 敷 ″ 本  調  査 関連するものなし

27 大 堀 北 ″ 試 掘 遺物・ 遺構ともになし

28 屋 敷 ″ 一ユ 会 ″

29 共同住宅 ″ ″

30 奎
奉 林 ″ 試 掘 ″

つ
０ 官 ノ 前 電 柱 一エ

ハ
本

″

32 大 堀 】ヒ 共同住宅 試 掘 遺物・遺構ともになし

-9-



年度 Ncl 遺 跡 名 原 因 立会靖効□・本調査 結 果

33 塚 越 個人住宅 一立
△

″

34 東 後 屋 敷 ″ ″

平

成

七

年

度

35 平 塚 貸住宅 ″ ″

36 宗 高 西 個人住宅 ″

37 宗 高 北 ″ 試 掘 ″

38 榎 田 ″ ″ ″

39 安田民館跡 ″ ″ ″

40 大 堀 東 ″ 一立 会 ″

刀
生 ″ ″ ″

42 原 一開 試 掘 ″

43 松 畑 共同住宅 ″ ″

44 原 一削 寄宿舎 ″

45 植 田 個人農地 本  調  査 集石遺構 。縄文土器

46 大 堀 北 個人住宅 試 掘 遺物 。遺構ともになし

47 ″ ″ ″

48 ″ ″ ″ ″

49 原 堰 店舗併用住宅 ″

平

成

八

年

度

50 屋 敷 個人住宅 ″ ″

51 安田氏館跡 〃 ″

52 西 狙ヽ 路 ″ 一ユ
△
本 ″

53 東 後 屋 敷 ″ 本  調  査

54 宗 高 東 共同住宅 試 掘

55 大 堀 耳ヒ ″ ″

56 宮 ノ 西 個 人 一立

- 10-
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第 2章 各遺跡調査概報



本章では、個人住宅建築に原因を発する緊急発掘調査の中で本調査に至ったもの、古

墳整備に伴 う墳丘等現状確認調査の概略を報告するものとする。

第 1節 宮ノ前遺跡

所 在 地 山梨市七 日市場字東官

ノ前南1040番地

調査原因 分譲宅地造成及び個人

住宅建築

調査期間 平成 5年 8月 17日 ～

9月 13日

調査面積 1054f

調査主体 山梨市教育委員会

平成 5年 8月 3日及び 8月 19日 、 2区画分の分譲宅地造成に伴 う文化財保護法第57条の

2による届出がなされた。当該地は、踏査の段階で土器が多量に表面採集されたことから、

地下に遺跡が存在する可能性が高いと思わ

れる地区であった。平成 5年 8月 26日 、県

教育委員会より発掘調査を行わなければな

らない旨の通知がなされ、文化庁へ発掘通

知を提出し、平成 5年 8月 17日 より調査が

開始された。調査地は笛吹川扇状地の扇央

部付近に立地 し、標高は399mを測る。調

査地の西約300mには笛吹川が流れ、その

両岸には部分的に河岸段丘地形がみられる。

検出された遺構・ 遺物は、平安期のもの

と思われる濤状遺構が 1条 と、墨書のある

土師器杯および多量の縄文土器・石器であっ

た。土師器杯は甲斐型土器編年のⅧ期に当

たると思われる。縄文土器は、接合するも

のはほとんどないが、ほぼ全てが五領 ヶ台

式期のもので、伴出した土偶は、県内では

最も古い段階のものである可能性がある。ω

1,i liHc10V114/1出灰し お室
`け

を合じ

c:IIu也 25Y4/8オ リーブ鶴L 砂および小槃を合む

第 4図 滞状遺構平面図・ セクション図

墨

胸
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濤状遺構

溝状遺構セクション

溝状遺構 (完掘 )

遺物出土状況 1 遺物出土状況 2
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第 2節

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

連方屋敷

山梨市三 ヶ所757番地

個人住宅建築

平成 6年 3月 15日 ～

3月 31日

144HF

山梨市教育委員会

連方屋敷は、築造年代、築造著

が不明の、一辺が約100mの 不整四角形の屋敷で、土塁や堀が今なお残存 し、県指定史跡

に指定されている。平成 6年 1月 28日 、屋敷内に居住する古屋貴章氏から、住宅建て替え

のための現状変更許可申請及び文化財保護法第57条の 2に よる発掘届が提出された。平成

6年 2月 15日 、県教育委員会から条件付許可の通知がなされ、現住宅取 り壊 し後、新築部

分全面の発掘調査を実施することになった。これを受け、市教委では平成 6年 1月 28日 に

発掘通知を提出し、平成 6年 3月 15日 より調査が開始された。

連方屋敷は、山梨市の中心部からやや北東よりで、」R中央本線東山梨駅の東100mほ

どに位置する。駅の西には青梅街道が南北に走 り、そこには舟形状に道幅が広がった、中

世この地方で最も栄えたといわれる八 日市場跡がある。さらに屋致の中央から南に道が伸

びてお り、その両側に短冊状の町家が並び、新町という地名が残っている。ここでも市が

開かれ、徳川の支配になってから馬市もあったという。この道は、一官浅間神社までほば

直線状につながっている。また道者街道に比定される道も付近を通ってお り、この地域が

交通、経済上の要所であったことが窺える。

連方屋敷について、『 甲斐国志』は、武田氏時代の蔵前衆頭古屋氏の屋敷であった可能

性を示唆 し、上野晴朗氏はさらに、当地域の蔵前の庁所と推定 している。また上野氏は、

連方屋敷の名の由来を、安田義定の九代目の安田孫左右衛門尉光泰が連峯入道を名の り、

この屋敷に住 したことによるとしている。近接する八 日市場には安田義定館跡ともいわれ

る保田山妙音寺・ 安田山西願寺があ り、真北には安田氏の墓所のある雲光寺もあ り遠 くな

い。また、屋敷の鬼門にあたる北東には、足利尊氏が夢窓疎石を開山として1338年 に創立

したと伝えられる清白寺が近接 している。なお、清白寺の周辺一帯は、灰釉陶器が表面採

集されてお り、周知の埋蔵文化財包蔵地に指定されている。昌敷を巡る土塁は、北東の隅

と南側の一部が久いてお り、規模は基底部が 8～ 15m、 高さ2～ 3mで、西辺から北辺に

かけての土塁が最も大きい。

―- 17 -―



調査地は、屋敷内に3軒並んだ古屋氏のうち東側の古屋氏の住宅地で、屋敷南東隅の上

塁の内側に位置する。旧住宅を取 り壊 した後、土層観察用のベル トを南北方向に2本、東

西方向に 1本残 し、南北 8m、 東西18mの長方形の範囲を人力によって掘 り下げた。

発見された遺物・遺構は、江戸末～明治初頭といわれる旧住宅建築に伴 うものと推定さ

れる地鎮具、屋敷に関連すると思われる集石遺構と内耳土器、常滑の破片が出土している。

集石遺構は直径 5m、 深さ80 の落ち込みの中に人頭大の石材が充積 してお り、内耳土

器の破片が混入している。性格は不明である。また、落ち込みの西側の上端付近で、ブロッ

ク状に炭化米が出上 し、その中から常滑の甕口縁部が出土 した。これは、日縁部の形状か

ら13世紀末～14世紀初頭に生産されたものと思われる。②
内耳土器は、厚手の深鍋形で、

県内での出土例が少ないため、時期については検討中である。

第 6図 集石遺構平面図

0         1m
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第 3節 植田遺跡

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

山梨市市川895

個人農地

平成 8年 1月 25日 ～

2月 15日

804f

山梨市教育委員会

植田遺跡は、山梨市市川の杉田

浩氏が耕作中に土器の破片を発見 し、平成 3年12月 26日 に発見届が出された遺跡で、その

後 ビニールシー トで被覆 し現状保存されていたが、ぶどう栽培の施肥作業に支障があると

して、
｀
市教育委員会に相談があった。平成 8年 二月10日 に杉田氏から文化財保護法第57条

の 2に よる発掘届が提出され、 1月 22日 、県教育委員会より発掘調査をしなければならな

い旨の通知がなされ、発掘届を提出し、平成 8年 1月 25日 から2月 15日 まで調査が行われ

イこ。

植田遺跡は、兄川・弟川平野の段丘化 した谷底平野の上位の旧谷底面に立地 し、調査地

の北側には弟川が東西に流れている。また、付近には市川西遺跡 (表 1番号 3)及び市川

東遺跡 (表 1番号45)があり、

両遺跡とも縄文時代中期の土

器が表面採集されている。

調査の結果、集石遺構 2基

が確認されたほか、縄文土器、

石器 (石鏃 。石匙・打製石斧・

石皿)が出土した。集石遺構

のうちの一つは、直径 2m、

深さ80onの 土坑の表層に拳大

から人頭大の石材が集石 し、

土器が混入している。土器は、

曽利H式期のものが主体で、

いずれも破片であり、一部は

接合するが全体が復元できる

ものは無い。

0          1m

第 7図 集石遺構平面図
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調査前

集石遺構 1(半載) 集石遺構 1(完掘)

集石遺構 2 集石遺構 2(半載)

遺物出土状況 調査区全体



第 4節

所 在 地

調査原因

調査期間

調査面積

調査主体

牧洞寺古墳

山梨市上岩下 1,508-

80番地

古墳整備

平成 8年12月 3日～

平成 9年 3月 31日

255Hf

山梨市教育委員会

平成 7年 9月 12日 、山梨市上岩下の宗淑法人牧洞寺代表tT4原正浩氏より、墓地造成に伴

い、寺名の由来にもなっている牧洞寺古墳を整備したいとの申請があった。牧洞寺古墳は、

大型の横穴式石室を持つ円墳で、墳丘もよく残存 してお り、市の指定史跡に指定されてい

る。また、墳丘部分は国有地になっている。県法育委員会の指導のもと、市教育委員会で

検討 した結果、提出された整備計画が学術調査に基づいて作成されたものではなく、整備

によって文化財としての価値を損なう可能性があることから、学術調査を実施 し、調査が

完了するまで現状で保存するのが望ましいとの結論に達した。この結果を牧洞寺に説明し、

現状で保存するよう指導 した。しかし、近年になって墳丘を覆っていたがどう棚を撤去 し

て以来、土が自然崩落 し石室の側石が内側に傾 くなど崩壊の始それがあるとして再度要請

があったため、墳丘形態 。規模・範囲等現況の確認調査を実施 し、保存整備の基礎となる

資料を得ることとなった。平成 8年12月 19日 、文化庁に発掘届を提出し、12月 3日 より、

調査を開始 した。

牧洞寺古墳は、現況の直径約16mの 円墳で、無袖型の横穴式石室を持つ。石室全長は10.

6mを測 り、県内では 4番目に大きいものである。

調査は、墳丘現況を 1/100縮尺、25cln等高線の地形図を作成するほか、墳丘に計 4本の

トレンチを設定 し、葺石・裾石・周濤の有無の確認を図るとともに、土層観察・遺物採集

を行 うこととした。

その結果、墳丘の傾斜部分は、土は表面に薄く耕作上が載っているのみで、その下から

全体的に石材が確認された。この石材は、当初葺石か耕作によるものかの判断がつきにく

かったため、T2にサブ トレンチを設定 し、取 り除いていったところ、深さlmほ ど掘 り

下げた段階でも墳丘土が確認できず、段状の石積みが 2段と、その下は拳大以下の比較的

円径度の高い石材が詰まる形となっていた。耕作のために作られた土留めの石積みでない

とすれば、石による段築が残存 しているものとも考えられ、単なる葺石の残存とも考えに
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くい。また、当初耕作によるものと思われた墳丘周囲の平坦部も、薄い耕作土の下は拳大

の石で覆われてお り、石の上面はほぼ同レベルで半周ほど周囲を巡 り、これと同じような

平坦部が 2面みられる。本古墳は地山の傾斜を利用して造られたものであるため、傾斜か

らせ り出すように造られた段築のテラスとも考えられる。また、墳丘上部の平坦面から傾

斜変換する線にかけては、土層断面から墳丘土が確認でき、墳丘が鉢巻状に石で構成され

ていた可台ヒ性もある。いずれにせよ、現況確認を目的とした今回の調査では、予算と期間

に限 りがあるため、これ以上の拡張は困難と判断し、現状保存のまま、一時調査を中断し

た 。

＼

第 8図 墳丘地形 。ドレンチ設定図

―- 25 -―



0     2m
時

―

金 324.00

Щ キ |

―
/― l~

石室展開図 (昭和53年作成)
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第 9図 牧洞寺古墳石室・ トレンチセクション図

T3セクション図

T4セ クション図
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古墳遠景

側面 (西から)

正面 (南から)

側面 (東から)

Tl(完 掘 )Tl(半 載)

T2セ クション (墳丘上部)



T3調査前 T3(サブ トレンチ設定後)

T4(表土除去後)

T3段状遺構 T3セクション

T4調査前

T4テラス (墳丘上部)T4セ クション



(1)櫛原功一氏のご指摘による。

(2)田代 孝氏にご教示いただいた。
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